
－ 安藤財団 2014年度自然体験活動支援事業 － 

「第１３回 トム・ソーヤースクール企画コンテスト」 

文部科学大臣奨励賞、安藤百福賞を決定 

 

2014年 12月 24日 

 

公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団 (略称：安藤財団 所在地：大阪府池田市 理事長：

安藤宏基) は、「第 13回トム･ソーヤースクール企画コンテスト」(後援：文部科学省ほか) の審査

委員会を開催し、2014年度の表彰団体を決定しました。 

 

学校部門の最優秀賞となる「文部科学大臣奨励賞」は、総合的な学習の時間を利用して、子どもた

ちが主体になって、地域を流れる川を教材にした自然体験とその思いを絵や文章にした表現活動を

展開した、上越市立大手町小学校 [新潟県] の『とことん青田川～体験活動と言語活動をつなげて

学びを深める～』に決定しました。 

また、一般部門の最優秀賞である「安藤百福賞」は１０日間の無人島での非日常な生活を体験し、

子どもたちの「生きる力」を育むことをねらいとした、無人島チャレンジ実行委員会 [愛媛県] の

『御五
お い つ

神島
かみじま

・無人島体験事業』に決定しました。 

最優秀賞に選ばれた 2団体には､それぞれ副賞として 100万円を贈ります。 

 

その他に優秀賞 3団体、トム･ソーヤー奨励賞 2団体を決定しました。 

表彰式は、2015年 1月 31日(土)、安藤百福発明記念館 (愛称:カップヌードルミュージアム、横浜

市) で開催し、スキーノルディック複合五輪金メダリストで元参議院議員の荻原 健司 (おぎわら 

けんじ) 氏による特別講演も行います。 

 
 

◇ 

 

公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団は、創設者 安藤百福 (あんどう ももふく) が掲げた

『食とスポーツは健康を支える両輪である』の理念のもとに、青少年の健全育成と食文化向上のた

めの事業を行っています。陸上競技の支援事業、独創的な基礎研究、食品開発、ベンチャーなどを

支援する食創会「安藤百福賞」表彰事業、発明記念館の運営 (大阪府池田市と横浜市みなとみらい

の 2箇所) のほか、1983年の財団設立当初から、自然体験活動の普及に取り組んでいます。 

 

「トム･ソーヤースクール企画コンテスト」は、『自然体験活動は、子どもたちの体力、創造力、チ

ャレンジ精神を育む』との考えに基づき、全国の学校や団体から自然体験の企画案を公募、その実

施を支援し、優秀な活動団体を表彰するものです。また、安藤財団では、身近な自然に子どもたち

を案内する指導者を育てる「上級指導者」の養成を目的として、2010 年 5 月に「安藤百福記念 自

然体験活動指導者養成センター」(略称：安藤百福センター) を長野県小諸市に設立しました。こ

の 2つの事業を通じて、子どもたちの自活力を育む自然体験活動の底辺の拡大とさらなる活性化を

図っています。  

 



事業概要 
 

1. 名 称  2014年度自然体験活動支援事業 

「第 13回トム･ソーヤースクール企画コンテスト」 
 

2. 目 的  自然体験活動の企画案を公募し、ユニークで創造性に富んだ活動を立案した 50団

体に各 10 万円の実施支援金を贈呈。さらに 50 団体から提出された活動報告書を

審査、学校部門は文部科学大臣奨励賞と優秀賞を、一般部門は安藤百福賞と優秀

賞を授与し表彰します。 

また、その内容をホームページ「自然体験.com」(http://www.shizen-taiken.com) 

で公開し、自然体験活動の振興を図ります。 
 

3. 主 催  公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団 
 

4. 後 援  文部科学省、横浜市、横浜市教育委員会 

特定非営利活動法人自然体験活動推進協議会 
 

5. 表 彰  [学校部門] 

文部科学大臣奨励賞   副賞 100万円、「チキンラーメン」1年分 

優秀賞    副賞  50万円、「チキンラーメン」半年分 

[一般部門] 

安藤百福賞   副賞 100万円、「チキンラーメン」1年分 

優秀賞    副賞  50万円、「チキンラーメン」半年分 
 

トム･ソーヤー奨励賞(※1)  副賞 「チキンラーメン」半年分 

 

(※1)企画内容がユニークであり、他団体への刺激や参考となり、さらなる飛躍が期待でき

る団体へ贈られる。 
 

6. 審査委員会 

委員長 安藤 宏基 公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団 理事長 

委 員 岡島 成行 学校法人青森山田学園 理事長 

   安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター センター長 

 飯田  稔 びわこ成蹊スポーツ大学 前学長 

   日本野外教育学会 会長 

 節田 重節 公益社団法人日本山岳会 副会長 

 星野 敏男 明治大学 教授 

   日本野外教育学会 理事長 

 水野 正人 ミズノ株式会社 会長 

(順不同) 

  



表彰団体 
 

[学校部門] 

文部科学大臣奨励賞 

◆企画名  とことん青田川～体験活動と言語活動をつなげて学びを深める～ 

 団体名  上越市立大手町小学校 [新潟県] 

 代表者  加藤 誠雄 (校長) 

 活動内容 川への飛び込み、タイヤチューブや発泡スチロールで作った舟での川下りなどを体

験すると共に、川辺に生息するマコモやヨシを刈り取ってペンや紙を作り、体験で

の気づきや思いを表現する活動へとつなげる。 

 受賞理由 川をテーマとして連続した体験活動を、生徒の自主性を尊重して行われていたプロ

グラムである。活動を学校の授業として、年間を通じて行っている点は総合学習の

先駆的事例で見本となる。地域に根ざした自然体験と、川にあるヨシを使ったペン

と紙で墨絵を描く言語活動をつなげる試みは高く評価できる。 

優秀賞 

◆企画名  「自然に親しみ・自然を理解し・自然を大切にし・生きる力を高めよう！」 

       ～全校たてわりグループで自然体験活動をしよう～ 

 学校名  京都市立醍醐西小学校 [京都府] 

 代表者  安藤 昌之 (校長) 

 活動内容 全校児童が自然体験活動のできる場を設定し、年間を通して自然に親しむ活動を行

う。たてわり班で野外ゲーム、野外炊飯や登山等にチャレンジする。 

 受賞理由 授業だと参加者が限られるので児童会の行事にしたところが非常に良い。５年生が

長期合宿を経験してから、取り組意欲が高まり、全校に広まって児童の主体的な取

り組みに変わった点などが自然体験の効果や良さのわかる活動であった。 

優秀賞 

◆企画名  わくわくドキドキしんぐう☆自ぜん研究所～命のつぶやき見つけた～ 

 学校名  たつの市立新宮小学校 3年生 [兵庫県] 

 代表者  治田 国晴 (校長) 

 活動内容 地域とかかわりの深い「養蚕」について体験をおりまぜて学んだり、手作りイカダ

に乗って揖保川探検、生き物調査など自然体験と学びを一体化させる企画。 

 受賞理由 空き教室を研究所にする発想や、カイコとアゲハを比較するというアイデアが面白

い。飼育以外にも地域の揖保川を中心に自然観察を行い、活動だけに終わらず分

析・整理・発信という学びと一体化させ、理科や総合学習の時間に位置づけた教育

課程に展開した点が評価できた。 
 

[一般部門] 

安藤百福賞 

◆企画名  御五
お い つ

神島
かみじま

・無人島体験事業 

 団体名  無人島チャレンジ実行委員会 [愛媛県] 

 代表者  井門 照雄 (会長) 

 活動内容 無人島という制約された環境の中で自ら創意工夫し、班毎に生活の場をいかに便利

に快適に整えたかを競う「テントサイトコンテスト」や、釣りやシュノーケリング

で食材を自ら調達する「自給自足的生活」などを行う 9 泊 10 日のサバイバルキャ

ンプ。 

 受賞理由 無人島で、「不足・不便・不自由」な生活に挑戦させ、子どもたちの「生きる力」



を育むことをねらいとしたプログラム。実践だけという企画も多い中、はじめと終

わりに青少年施設を使い、子どもたちの心身の準備と終了後の反省を行っている点

も高い評価となった。 

 

優秀賞 

◆企画名  理科の修学旅行 

 団体名  柏の葉サイエンスエデュケーションラボ [千葉県] 

 代表者  秦 大樹 (代表) 

 活動内容 「不思議な自然を科学する」のキャッチフレーズのもと、新潟県南魚沼郡を舞台に、

子どもたちが不思議に感じるきっかけを提供できるよう構成されたプログラムの

もとで行う体験活動。 

 受賞理由 事前学習と事後発表会を開催したことにより、知らないうちに理科の勉強が進むよ

うになっているが、学習により過ぎない配慮もある。今後の科学者・研究者と地域

や住民をつなぐ手段として、このような体験活動も「トム・ソーヤー」の一つの見

本となる活動として評価された。 
 

 

トム･ソーヤー奨励賞 

◆企画名  青森県日本海から太平洋までの横断青森 5名山大冒険 

 団体名  森の自然体験楽校 スキー楽校 青森自然塾 [青森県] 

 代表者  佐藤 好文 (塾長) 

 活動内容 青森県の５つの名山（白神岳、岩木山、八甲田山、烏帽子岳、階上岳）を登頂する

中で、「行動」「考動」「活動」の３Ｄを基本とし、子どもたちが自ら率先し、大自

然にチャレンジする企画。 

 受賞理由 県内の五名山を突破するというアイデアが面白い。年齢差があるメンバーであった

がお互いに支え合って登っていたり、自宅休息を入れるなど安全に配慮している点

など参考になる部分も多い。しかし雨具や着替えを用意しなかったり、登山靴の未

着用など、登山という活動なのに安全対策がやや不十分と思われ、改善の必要なと

ころがあった。 
 

◆企画名  鶴岡市ケヤキの森でこども山伏修行！ 

 学校名  特定非営利活動法人 公益ふるさと創り鶴岡 [山形県] 

 代表者  風間 富士子 (代表理事) 

 活動内容 羽黒山伏の先達のもと、羽黒山登山や湯殿山での滝行を体験するなど、自然の尊さ

を身体で知り、自然と一体となって生きてきた「山伏」の生き方を体験を通じて学

ぶ企画。 

 受賞理由 日本古来の「山伏修行」という他にはない企画で、応用すれば各地での伝統修行の

水平展開が見込める企画のアイデアとしては評価できる。ただし、１泊が一度だけ

であったり、夏と秋の活動の関連性が乏しかったり改良の余地があると思われる。

またプログラムにももっと子どもたちの興味をひくものを取り入れる創意・工夫が

必要であり、今後の展開に期待したい。 

 

 

 

 



表彰式・講演会 
 

日 時   2015年 1月 31日(土) 午後 1時より午後 3時 30分まで 

場 所   横浜市中区新港 2-3-4 

安藤百福発明記念館 (愛称：カップヌードルミュージアム) 5階イベントホール 

内 容   ①表彰式 

②活動報告 

③講演会 荻原 健司氏 

(スキーノルディック複合五輪金メダリストで元参議院議員) 

テーマ：「ふるさとの雪山からオリンピックへ」 
 

詳しくは、http://www.shizen-taiken.com  をご参照ください。 

※表彰式・講演会への参加応募締切は 2015年 1月 7日 (当日消印有効) です。 

 

 

《この件に関するお問い合わせ先》 

公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団 

事務局 荒金 善一 

〒563-0041 大阪府池田市満寿美町 8-25 TEL（072）752-4335 

（火曜日、年末年始は休業日） 

お問合せメール：y-aragane@ando-zaidan.jp 


